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	我が国の急峻な地形では一度大雨が降ると河川に水が一気に流れ出し、洪水が発生
	我が国の人口の51％、資産の75％は洪水氾濫区域(国土面積の10%)に集中
	我が国の主要都市は、洪水時の河川水位よりも低い沖積平野に発達しており、洪水の被害を受けやすい
	氾濫域への資産の集中により、水害密度（単位面積当たりの水害被害額）が増大
	懸命な水防活動もあり、最小限にくい止められた被害－平成10年９月台風５号により利根川で漏水などの堤防被害が７６箇所発生－
	過去10年間に、日本全国の約3割の市町村で水害が発生
	1998年（平成10年）8月末豪雨により阿武隈川の沿川の都市に甚大な浸水被害が発生
	2000年(平成12年)9月台風14号に伴う集中豪雨により愛知県を中心に甚大な浸水被害が発生
	治水の原則は、洪水時の河川水位を下げること、そのために、様々な治水対策を活用
	河川の特性に応じて河道、ダム、遊水池等における洪水対策の分担を決定
	ダムにおいて洪水の一部を貯めることにより、下流での洪水被害を回避、軽減
	1988年（昭和63年）7月豪雨時に、浜田ダムと河川改修ができていなければ、洪水被害は約2,500億円と推定
	昭和62年～平成13年の15年間の直轄・公団ダムによる洪水被害軽減額は約4兆2千億円と推計
	1999年（平成11年）6月梅雨前線豪雨時に魚切ダムでは流入量の約70%を貯留し、160戸、10haの浸水被害を軽減
	既存ストックの有効活用ｰ容量振り替えによる既存ダム群の再編成ｰ
	既存ストックの有効活用ｰ隣接する貯水池を管路で連結ｰ



